
+
A
E
E
m六
月
二
十
一
互
理
三
廻
廊
偏
句
麗
可
「
毎
月
一
国

-Ra仔

辛子音量日ー-1"司::IL星和竺+・軍需Do者

畠
岡
山

ケ
イ
ン
ズ
の
利
子
理
論

昭
和
十
二
年
度
珠
算
を
論
ず

第
二
失
産
業
組
合
擁
克
三
ヶ
年
計
幸
一

時

論

北
支
事
件
特
別
税

柑

州

内

九

再
保
険
皐
況
の
愛
展

所
謂
倫
理
的
経
済
皐
に
於
げ
る
人
間
皐

支

蹄

準

備

金

の

構

成

・

:

・

料

尚

早

十

一

日

間

話

凡

日
本
金
魚
替
本
位
制
の
披
大
強
化
:
;
・
・
制
限
抑
制
何
千
土

問
防
経
済
と
財
政
政
策

ロ
パ
シ
イ
・
不
完
全
競
争
の
下
町
一
諮
闘
税

物
債
指
数
の
立
味
に
閲
す
る
一
考
察

吐

r

u

-

z
干

既
聞
円
H

《
事
山
B

，

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

叢

(禁

事事

載

i里 法 お13里見:

ii'r 前準設 rcr t:~~ 
早良 博 tw: f!.I~ 博

士ゴτ 土 士士一i:

上出佐 市中 八汐高

野口波 戸 木 見 回
-h.・

淳勇立 A 乏 三 保

一政干雄民JJ'ls馬

M
m
y

坪

持

t-

t
f
E

一

経
済
問
申
士

-
一
切
陀
済
同
学
士

松

岡

孝

児

柏

井

象

雄

岡

倉

伯

士

内
海
庫
一
郎



第
二
次
産
業
組
合
概
充
三
ヶ
年
計
責

第
四
十
五
巻

四

第

競

ー』

/、

第

一
次
産
業
組
合
撲
充
一
二
ヶ
年
計
萱

八島

木

之

助

芳

民
議
机
ム
口
は
本
山
市
川
単
に
由
民
村
社
山
内
た
る
農
業
者
に
刻
す
る
機
断
と
し
て
制
約
苫
れ
た
も
の
で
は
た
く
、
ま
た
都
市
の
中

1
小
商
工

業
者
や
務
働
者
に
針
す
る
機
闘
ム
」
し
で
も
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
友
が
ら
此
の
産
業
組
合
は
他
の
諸
産
業
と
結
び
つ
い
て

ゐ
る
よ
り
も
、
農
業
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
方
が
よ
り
密
接
な
る
関
係
に
あ
り
、
賞
際
に
は
我
闘
の
産
業
組
合
は
殆
ど
専
ら
農
村
に
設

達
し
、
農
業
組
合
乃
至
農
村
組
合
た
る
の
賓
質
を
備
へ
て
ゐ
る
。
乙
れ
我
闘
の
農
村
に
於
て
は
此
の
種
産
業
組
合
の
存
立
を
必
要
と

す
る
と
と
切
貫
-
な
る
と
共
に
、
ま
た
農
村
に
於
て
は
産
業
組
合
が
最
も
よ
く
護
達
し
得
ぺ
き
基
礎
地
盤
が
存
す
る
か
ら
で
あ
Z
。
か

く
我
園
の
産
業
組
合
が
多
分
に
農
業
的
た
る
性
質
を
帯
び
る
関
係
上
、
岡
家
政
策
よ
り
見
る
も
、
従
来
産
業
組
合
に
劃
し
て
は
、
主

と
し
て
農
業
政
策
的
立
易
か
ら
指
導
と
奨
励
と
が
加
へ
ら
れ
て
来
た
。

と
の
我
園
の
農
業
政
策
は
、
昭
和
四
・
五
年
の
農
業
恐
慌
を
契
機
と
し
て
、
従
来
の
増
産
政
策
か
ら
債
格
政
策
へ
と
斡
抽
出
せ
ざ
る

を
得
ざ
る
に
至
っ
た
。
蓋
し
農
業
恐
慌
は
農
産
物
債
格
の
暴
落
に
よ
っ
て
農
家
収
入
の
激
減
を
来
す
に
拘
ら
や
、
之
に
庭
と
で
農
家

の
負
捨
ず
る
租
税
、
小
作
料
、
負
債
の
利
梯
等
に
お
す
る
支
出
の
減
少
を
困
る
諸
政
策
を
確
立
す
る
乙
と
が
困
難
た
る
た
め
、
先
づ

以
て
農
産
物
債
格
の
若
干
の
引
き
ヒ
げ
に
よ
っ
て
、
農
家
経
済
の
被
綻
を
緩
和
す
る
こ
と
が
不
可
避
的
と
た
っ
た
か
ら
で
る
忍
。
と

拙著一、農村産業組合の研究、三五頁以下参照。



の
農
業
政
策
の
疎
地
胤
に
件
び
、
債
格
政
策
の
捨
営
者
と
し
て
の
産
業
組
合
の
地
位
が
急
激
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
L

な
っ
た
3

何

故
た
れ
ば
、
農
産
物
債
格
の
維
持
は
生
産
統
制
に
よ
ら
ざ
る
限
り
、
農
産
物
の
販
貰
統
制
に
よ
ら
古
る
を
得
、
下
、
然
か
も
之
が
賓
現

は
園
家
的
統
制
に
よ
る
か
若
〈
ば
農
民
の
向
主
的
統
制
に
よ
る
か
の
外
友
く
、
ま
た
仮
令
国
家
的
統
制
に
よ
る
揚
合
に
於
て
も
農
村

の
自
治
に
倹
っ
と
こ
ろ
多
き
は
、

か
の
米
穀
自
治
管
理
法
に
照
し
で
も
昨
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
良
産
物
販
賓
の
組
織
化

の
た
め
に
も
、
ま
た
販
貰
統
制
上
の
金
融
の
た
め
に
も
、
産
業
組
合
の
役
割
が
愈
三
旦
脱
さ
れ
る
と
と
L
た
っ
た
。
加
之
、
恐
慌
を

契
機
と
し
て
農
業
以
外
の
諸
麿
菜
、
殊
に
狗
占
的
工
業
に
於
て
は
資
本
統
制
が
愈
々
強
化
さ
れ
、

モ
の
結
果
と
し
で
、
農
家
の
購
入

ず
る
農
業
用
品
及
び
生
活
必
需
品
償
裕
と
農
家
の
費
却
す
る
農
産
物
償
俗
と
の
聞
に
所
稲
川
以
般
債
格
差
を
撲
大
ず
る
傾
向
に
あ
っ
た

か
ら
町
市
怖
政
策
の
捨
品
川
高
滑
化
る
局
地
組
合
は
、
金
山
泊
川
川
中
日
糾
合
す
る
こ
と
に
ど
っ
て
刊

亡
。
亡
へ
は
亡
土
足
一
主
勿
奴
岡
市
ペ
ヒ
亡
冷
十
，
F
f
a

』

:
1
1甲

i
i
I
4
I
P
-
-
一
I
1
1
4

統
制
力
を
獲
得
し
、
之
に
よ
っ
て
公
正
な
る
農
産
物
債
格
の
構
成
を
閲
り
、
他
方
に
於
て
は
全
農
民
の
購
買
力
を
統
一
し
濁
占
資
本

を
牽
引
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
農
家
の
購
入
す
る
襲
業
用
品
及
び
生
活
必
需
品
の
公
E
な
る
債
格
の
由
貿
現
を
閑
り
、
以
て
農
家
々
計

の
牧
支
均
衡
密
岡
る
こ
と
が
儲
め
て
必
要
と
た
っ
た
。
か
く
て
農
業
恐
慌
を
契
機
と
し
て
日
本
産
業
政
策
の
産
業
組
合
中
心
主
義
、

産
業
組
合
助
成
主
義
が
生
れ
る
と
と
L
た
っ
た
。

印
ち
農
村
疲
弊
の
根
本
的
素
因
を
斐
除
し
、
農
村
を
真
の
繁
楽
に
導
〈
ぺ
き
基
礎
地
盤
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
棋
と
し
て
、
昭
和

七
年
秋
よ
り
政
府
に
よ
っ
て
賞
施
さ
れ
た
る
農
村
経
済
更
生
計
豊
に
於
て
も
、
産
業
組
合
を
以
て
農
村
氏
の
唯
一
に
し
て
、
且
つ
最

終
の
利
盆
擁
護
機
闘
と
し
て
、
之
に
農
村
経
済
更
生
運
動
捨
嘗
の
重
大
使
命
を
課
す
る
こ
と
』
な
っ
た
。
農
林
省
が
確
立
し
た
る
経

済
更
生
計
査
に
閲
す
る
産
業
組
合
指
導
方
針
の
内
容
に
就
い
て
見
る
も
、
寸
経
済
更
生
計
聾
中
、
版
寅
、
購
買
、
金
融
、
利
用
等
の

第
二
衣
産
業
組
合
披
充
=
一
ヶ
年
計
責

第
四
十
五
巻

三
三
五

第

競

七



第
二
次
産
業
組
合
旗
芳
三
ヶ
年
計
輩

第
四
十
五
巻

プヲ

第

量主

A 

経
消
行
局
に
閲
す
る
事
項
及
共
の
賀
行
に
付
て
は
産
業
組
合
を
中
心
と
し
て
考
慮
す
る
と
と
、
二
町
村
経
済
更
生
委
員
合
の
委
員
に

は
成
る
ベ
〈
産
業
組
合
に
現
解
め
る
者
を
多
く
選
定
す
る
と
と
、
三
町
村
K
於
け
る
産
業
経
済
の
各
部
門
に
亙
り
産
業
組
合
の
目
的

た
る
事
項
は
線
て
産
業
組
合
に
統
一
し
て
行
は
し
む
る
様
経
済
更
生
計
書
を
樹
立
す
る
と
と
、
四
産
業
組
合
捺
充
に
闘
す
る
計
叢
を

樹
立
す
る
と
と
、
五
絞
怖
吏
生
計
震
樹
立
賓
行
陀
伶
び
産
業
組
合
の
責
務
の
軍
大
佐
る
所
以
を
白
魔
徹
底
せ
し
む
る
と
L
」
等
の
根
本

方
針
を
決
定
し
た
。
更
に
此
の
日
的
達
成
の
た
め
採
る
べ
き
産
業
組
合
活
動
の
根
本
方
針
と
し
て
、
一
産
業
組
合
の
機
闘
及
内
部
組

)

)

r

}

 

織
の
政
一
白
川
折
、
二
盗
菜
料
ん
口
の
川
町
古
川
の
微
底
、
一
一

A

陸
業
組
合
の
設
立
普
及
、
問
産
業
組
合
の
組
公
民
の
加
入
喫
閥
、
五
路
業
組
合

信
用
限
度
の
損
充
、
六
産
業
組
合
事
業
の
促
進
、
作
産
業
組
合
精
榊
の
普
及
徹
底
、
件
産
業
組
合
と
他
の
闇
慌
と
の
連
絡
協
調
等
を

決
定
ぃ
、
此
の
方
針
に
従
ぴ
産
業
組
合
と
し
て
は
共
の
組
織
の
内
部
的
改
善
を
遂
行
す
ぺ
き
と
と
を
高
唱
し
、
ま
た
他
方
此
の
方
針

に
舷
じ
て
産
業
組
合
法
の
改
正
を
も
見
る
と
と
L
た
っ
た
の
で
る
る
。
か
く
て
産
業
組
合
は
農
産
物
債
格
政
策
及
び
農
村
経
済
更
生

運
動
の
捲
賞
者
、
印
ち
日
本
農
業
政
策
の
捨
賞
者
と
し
て
、
従
来
に
見
ざ
る
重
大
使
命
を
捨
ふ
こ
と
L

な
っ
た
。

斯
く
の
如
き
事
態
を
背
景
と
し
て
.
産
業
組
合
白
惜
も
日
本
農
業
政
策
の
捨
営
者
と
し
て
の
重
大
使
命
を
認
識
し
、
此
の
使
命
遂

行
の
た
め
、
組
合
の
量
的
世
に
質
的
捺
充
を
岡
る
た
め
、
昭
和
七
年
秋
所
謂
産
業
組
合
掠
充
五
ヶ
年
計
査
を
樹
立
し
・
昭
和
八
年
一

月
一
日
か
ら
そ
の
寅
行
に
入
っ
た
。
而
し
て
績
充
五
ヶ
年
計
書
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
未
だ
産
業
組
合
の
設
置
扱
き
農
村
会

部
に
四
種
事
業
を
経
営
す
る
産
業
組
合
を
設
置
す
る
と
と
、
ピ
農
村
産
業
組
合
の
組
合
員
を
増
加
し
、
匝
域
内
農
業
者
会
部
を
組
合

員
と
た
す
と
と
、
三
農
村
産
業
組
合
は
四
種
事
業
を
積
極
的
に
経
営
し
、
会
組
合
員
を
し
て
普
遍
的
に
事
業
を
利
用
せ
し
む
る
と
と

四
農
村
産
業
組
合
の
有
限
責
任
制
織
を
保
詮
責
任
組
織
と
友
す
こ
と
、
五
農
村
産
業
組
合
は
凡
て
系
統
機
関
の
統
制
下
に
活
動
す
る

農林省、農/111.語、村健桝夏生計重樹立1111"(昭和l七，{lトト二月)五五頁以下参照。



向
島
民
村
に
針
し
産
業
組
合
教
育
の
普
及
徹
底
を
期
す
る
こ
と
、
山
中
農
村
産
業
組
合
の
段
査
を
励
行
し
共
の
整
明
言
明
す
る
と

と
の
七
項
目
で
あ
る
。
即
ち
産
業
組
合
組
織
の
量
的
祉
に
質
的
損
充
に
よ
っ
て
、
農
村
経
済
統
制
の
基
礎
を
建
設
せ
ん
と
す
る
に
あ

こ
と
、

っ
た
。と

の
産
業
組
合
披
克
五
ヶ
年
計
書
は
昭
和
十
一
年
を
以
て
其
の
第
四
年
度
を
終
り
・
問
下
第
五
年
度
の
中
誌
に
あ
る
か
ら
・

年
計
蔓
の
費
、
績
に
就
い
て
全
般
的
に
之
を
考
察
す
る
を
得
た
い
が
、

の
費
展
欣
況
を
左
に
示
す
こ
と
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組
合
披
恋
一
一
一
ヶ
年
計
費

業高合革E

一利脇島正貯

盆:

合r

貰

f賀

買

償

}干j

第
四
十
五
巻

=二一一八

料鮫額計

、
一一 工二 Cコ
ニ二 Cコ フ宍;

E 九二五、、、、
主二会実千

一一一三一一争ー--~且一

六、八一室

予
円早一九

三一幅六、七回六

コ回向、-一九六
九、回大王

費軍

事量

四
O 

千
円

一、三八八、口一一一

三一一一-、二一口

一九六、一一一六
入、口王国

千
円

一.一宝山、一=一一

千
円

三五、
-
E玉

(十)(+)(+)(+) 

デミ

一、
アu
プu

一五
E

、九九一

一】豆、九ニ
E

一-
E
、一八王

耳、占=一回

即
ち
産
業
組
合
数
叫
昭
和
七
年
末
の
一
前
回

T
5
百
五
十
二
か
ら
昭
和
十
一
年
末
の
一
高
五
千
四
百
六
寸
へ
と
、

}
千
百

O
八
の

増
加
を
一
部

L
、
四
種
事
業
粂
皆
組
合
致
は
同
一
期
聞
に
四
千
四
百
九
十
七
か
ら
九
千
八
百
三
十
一
へ
と
、
五
千
二
一
百
三
十
四
の
増
加

を
来
し
て
ゐ
る
。
ま
た
昭
和
七
年
九
月
の
産
業
組
合
法
の
改
正
に
よ
り
、
既
存
有
限
責
任
組
織
組
合
は
改

E
後
五
ヶ
年
聞
に
保
詮
責

任
組
織
か
若
く
ぽ
無
限
責
任
組
織
に
改
む
べ
き
こ
と
A
た
っ
た
結
某
と
し
て
、
保
設
責
任
組
織
組
合
が
著
し
く
増
加
し
て
ゐ
る
。
か

L

る
組
合
の
横
充
に
件
ひ
、
農
業
者
の
組
合
組
織
率
(
加
入
率
)
は
昭
和
七
年
末
の
六
二
・
四
%
か
ら
昭
和
十
年
末
に
は
七
二
・
阿
%
へ

と
増
大
し
、
同
時
に
産
業
組
合
事
業
た
る
信
用
、
販
費
、
購
買
及
び
利
用
の
諸
事
業
も
夫
h
進
展
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
就
中
、
販
賓

及
び
購
買
事
業
の
護
展
が
最
も
著
し
い
。

け
れ
ど
も
産
業
組
合
組
織
の
寅
欣
を
仔
細
に
賠
検
す
る
に
、
昭
和
八
年
以
降
に
新
設
さ
れ
、
従
っ
て
今
後
に
於
て
其
の
内
容
の
整

備
充
貨
を
要
す
る
組
合
教
が
相
賞
多
数
に
上
る
上
に
、
出
向
ほ
所
謂
不
振
組
合
と
呼
ば
る
L

も
の
一
千
有
像
、
弱
鵠
組
合
と
見
る
べ
き

も
の
一
千
有
飴
を
数
へ
、
全
閥
的
組
合
網
の
弱
黙
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
加
之
、
組
合
員
に
就
い
て
見
る
も
、

農
業
者
の
組
合
組
織
率

(
加
入
率
)

業
組
合
へ
の
加
入
率
は
賓
際
に
は
遂
に
低
位
に
あ
り
、
旦
っ
こ
の
農
業
者
の
組
合
加
入
率
は
府
鯨
別
に
甚
だ
し
い
鍍
行
扶
態
を
一
示
し

は
、
最
近
頓
に
増
大
せ
る
も
、
同
一
人
の
重
複
計
算
さ
れ
居
る
も
の
が
相
首
の
致
に
上
る
か
ら
、
農
業
者
の
一
般
農
村
産



て
ゐ
守
的
。
更
に
一
般
農
村
産
業
組
合
に
於
け
る
理
想
的
経
詩
形
態
た
る
四
種
事
業
粂
棒
組
合
に
就
い
て
見
る
も
、
最
近
其
の
教
は
著

し
く
増
加
し
た
る
も

1

寅
際
に
四
種
事
業
の
総
て
を
寅
行
し
て
ゐ
る
組
合
は
僅
に
共
の
半
数
に
し
て
、
信
用
、
販
費
、
購
買
の
一
一
一
種

事
業
以
上
を
賀
行
し
て
ゐ
る
組
合
数
を
皐
ぐ
る
も
、
之
が
全
農
村
産
業
組
合
教
に
針
ず
る
比
率
は
六

O
%
に
営
る
に
過
ぎ
歩
、
然
か

も
府
賜
別
に
著
し
き
蹴
行
欣
態
を
呈
し
て
ゐ
る
。

ま
た
都
市
産
業
組
合
の
護
展
は
依
然
と
し
て
護
身
た
る
欣
態
に
あ
る
有
様
で
あ

る。
さ
れ
ば
斯
か
る
産
業
組
合
組
織
の
弱
剥
と
組
合
設
展
の
肢
行
欣
態
と
を
矯
疋
し
、
買
に
組
合
組
織
の
質
的
世
に
量
的
被
充
に
徹
底

す
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
.
十
敢
に
産
業
組
合
中
央
舎
に
よ
っ
て
第
二
次
産
業
組
合
競
禿
三
ヶ
年
計
蓑
が
樹
立
さ
れ
る
と
と
L

友
っ
た
。

先
般
四
月
下
旬
名
古
庄
市
に
於
て
開
催
沼
れ
た
る
第
三
十
二
間
企
閥
産
業
組
合
大
合
は
、

第
二
次
産
業
組
合
横
光
計
醤
は
闘
し
決
議

し
て
日
〈
、

「
産
業
組
合
披
充
五
ヶ
年
計
書
は
昭
和
八
年
よ
り
之
を
賓
施
し
枇
舎
の
注
目
裡
に
六
百
高
組
合
員
の
協
力
に
依
り
産
業

組
合
の
異
常
た
る
披
充
進
展
を
遂
げ
閲
民
生
寸
前
に
針
し
多
大
な
る
貢
献
を
粛
し
つ
ミ
此
庭
に
最
終
年
度
を
迎
へ
た
り
、
而
し
て
税
近

内
外
の
情
勢
頗
る
多
事
に
し
て
前
塗
濯
に
増
大
観
を
詐
さ
ピ
る
も
の
る
る
を
以
て
此
際
大
に
闘
民
生
活
の
安
定
を
岡
り
岡
本
を
培
養
し

国
家
の
興
隆
を
企
闘
す
る
と
と
最
も
緊
要
た
り
と
信
宇
之
が
潟
産
業
組
合
の
責
務
錠
K

重
大
を
加
ふ
る
に
至
る
べ
き
を
以
て
認
に
繍

充
五
ヶ
年
計
霊
の
成
績
を
基
礎
と
し
て
産
業
組
合
の
園
民
経
済
上
に
占
む
る
地
位
を
更
に
向
上
せ
し
め
其
の
本
来
の
使
命
遂
行
を
全

か
ら
し
む
る
の
目
的
を
以
て
左
記
要
綱
に
よ
り
第
二
次
損
充
計
量
且
を
樹
立
せ
ん
と
す
」
と
。

こ
の
第
二
次
産
業
組
合
績
充
三
ヶ
年
計
葺
は
、
昭
和
十
三
年
一
月
以
降
三
ヶ
年
間
に
於
て
之
を
賞
施
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て

そ
の
目
標
と
す
る
と
と
ろ
は
、
同
組
合
の
整
備
蹟
大
と
金
系
統
組
織
の
綜
合
的
運
営
、
問
事
業
の
繍
充
と
共
の
大
衆
化
、
間
都
市
産

第
二
夫
産
業
組
合
娯
克
=
一
ヶ
年
計
責

九

四

第

競

第
四
十
五
巻

農家戸数に封ずる産業組合員較の割合が909&以 I二に達する}存l腐を掲「れば、
秋田(105.7)、長野(98.1)、繭岡197.0)、鳥取 (96.0)、富山(95.7)、島全長(94.6)
鹿児島 (92 .7) 、滋賀 (91. 4) の諮l孫にして、 ~5(J% J.'1下の府県高を掲「れば、 沖縄
(24・3)、刑奈川 (37.5)、大分(40ーの、]ミ京(46.5)、山梨(48.0)、熊本(48.6)、北
海道(48.7)、茨城(48.8)、大医(49・到の1j.道府燃である。己の駄に就いては第
三十三次産業組合要3車、一五頁参照。
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第
二
次
産
業
組
合
拡
充
三
ヶ
年
計
輩

f19 
C 

F且

官事

母島

第
四
十
五
巻

業
組
合
の
焚
展
、
同
産
業
組
合
教
育
の
徹
底
、
間
各
種
圏
践
と
の
連
絡
強
化
で
あ
る
。

以
下
我
園
産
業
組
合
委
遠
の
現
欣
世
に
現
下
我
厨
の
政
治
経
済
の
客
観
的
情
勢
に
照
し
ヲ
ミ
、

と
の
第
二
次
産
業
組
合
擬
充
一
ニ
ケ

年
計
童
の
諸
目
標
に
就
い
て
、
少
し
〈
検
討
し
よ
う
と
忠
ふ
。

--.-

第
二
火
産
業
側
合
抗
克
一
一
一
ル
工
作
引
匙
の
い
比
行
に
際
し
~
組
合
持
事
訟
の
間
川
市
ん
進
展
を
刷
る
斗
骨
一
と
と
ぽ
芯
ふ
ま
ヤ
も
ゆ
仲
怖
い
が
、

の
事
業
進
展
の
数
字
的
目
襟
に
閲
し
て
は
、
全
図
的
統
制
を
要
す
る
も
の
に
限
っ
て
之
を
掲
げ
、
然
か
も
最
終
年
度
の
同
様
の
み
を

掲
げ
る
こ
と
ミ
し
、
之
が
道
府
鯨
へ
の
割
蛍
は
各
事
項
品
目
に
付
て
定
め
ら
れ
た
る
全
国
的
統
制
目
標
%
を
其
佳
一
律
に
最
低
恭
準

ー
と
友
し
、
以
て
全
圃
的
統
制
を
要
す
る
事
項
に
付
て
極
力
全
園
平
衡
化
の
促
進
を
困
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
こ
h
A

に
誠
充
三
ヶ
年
計
茎
に
於
け
る
全
図
的
統
制
の
数
字
的
目
標
を
掲
ぐ
る
と
共
に
、
産
業
組
合
が
従
来
此
等
の
諸
目
標
の
途

行
に
よ
っ
て
既
に
達
成
し
た
る
賞
績
を
も
掲
げ
、
今
後
の
目
標
達
成
に
閲
す
る
難
易
を
測
定
す
る
一
功
と
な
ず
で
あ
ら

h
。

(1) 
耳王

貯
金

業
町〉

吸
項

牧
目

目
標

1~~ % 噌カ日
し

ムノ、 額
大

目
者1
市 垂使15 
!'Jf 

平府生 貯
金

県草 2え
fd: 貯
至王 蓄
~b 銀
以

貯行
上
と 金
ナ eつ

メ回。‘

言T
標

額
6つ

O 

る計十五和昭七信
。 額 八 千千用
の億二十八組

達二四百ー百合
。千五年さの
ガ二十末十昭

成
は百二現二和

億十関JPJ 年 率

千=高一貯、郵便であ末貯

九回l蓄貯る金 ( 附

百に銀金I民J 。ZE 手目
Oし行 花高 十
ブじてT廷は 年
高雨金三 t土 度
問者合 十 十
止の計三 = 
な合は依億

第二次産業組合競充三ヶ年計整制要(産業組合、昭和十二隼八月続)及び第三
十二回全国産業組合犬舎披(産業組合、昭和十三年七月蹴)ゑ照。
被充三ヶ年計撃の鮫学的目標は産業組合(昭和十二-"f八月銃)による。
組合事業内達成率は第三十三次産業組合要佳、昭和十二二年;用産業組合年鑑、第
十二夫農林省統計表よ P算問すo但し ζ の算出に際しては米及び小要。前I品
化事は之を夫々 5642~;; 、 67 ~ 7 7'ふと Lた。 また産業組1:1'?!~ 覚には鼠東組合取扱

5) 

6) 
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川
町

l
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l
l
i
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一一一一・六

全
図
版
貰
按
室
。

四

0
4
p

l

l

l

!

斗
t

引

Ill-

引
金
閤
金
肥
消
費
額
の
六

0
4川
一

一

一

一

七

・

六

一

企
凶
飼
料
消
費
一
矧
の
一
一
一
五

μ

一
棚
岬
一
拝
中
肢
の
飼
料
配
唯
一
日
間
は
干
一
一
白
七
寸
高
一

各
治
的
燃
を
し
て
一
摘
に
左
記
基
準
を
最
低
一

限
度
と
し
て
積
織
的
に
配
給
計
書
を
樹
立
し
一

飯
米
其
の
他
食
料
品
の
酎
給
に
付
で
も
十
分

な
る
考
慮
を
梯
ひ
其
白
透
行
を
期
せ
し
む
る
一

こ

と

一

同

一

組

合

員

首

一

二

五

・

七

五

米小
委
:
・
会
図
版
貰
数
量
白

六
O

%

四

問

販

貰

統

制

目

標

繭

品

川

牛

車

岡

産

繭

額

四

四

O

%

(
但
し
生
線
、
乾
繭
は
之
を
生
繭
に
換
算
す
る
も
の
と
す
)

木

炭

・

会

園

生

産

数

量

の

一

五

%

一. 九
・
六

難
J1s 

金
園
生
産
歎
量
の

O 
% 

0
・0

(
但
し
昭
和
九
年
度
)

賓
柑

蜜
柑
の
統
制
事
に
付
て
は
白
下
調
査
中
で
あ
る

般向，1flB 
i!¥' 
J吋

料Fキ

的

購

買

統

制

目

標

三
十
五
嗣

(
備
考
)

各
事
項
目
間
目
の
某
礎
数
字
は
昭
和
十
一
年
度
末
羽
在
に
擦
る

従
来
の
産
業
組
合
諸
事
業
の
達
成
李
よ
り
考
へ
、
昭
和
十
三
年
一
月
以
降
の
三
ヶ
年
聞
に
議
定
の
統
制
目
標
に
達
す
る
た
め
に
は

組
合
員
及
び
組
合
役
員
の
充
分
左
る
労
力
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
目
標
に
達
す
る
た
め
に
は
、
裕
一
図
的
産
業
組
合

聯
合
機
閥
は
先
づ
全
図
的
計
書
を
基
礎
と
し
て
、
品
目
別
の
統
制
目
標
を
定
め
て
共
の
遂
行
に
首
り
、
ま
た
各
道
府
燃
の
地
方
的
産

業
組
合
聯
合
舎
は
、
全
図
的
聯
合
機
関
の
計
霊
及
び
道
府
縮
へ
の
割
営
を
基
礎
と
し
て
、
年
次
計
壷
を
樹
立
し
、
共
の
遂
行
に
営
る

第
二
次
産
業
組
合
繊
充
三
ヶ
年
計
費

第
四
十
五
巻

四

第

貌

四

の木炭り与の重重量及償額が記載なき佐川て、木炭のfそりに林産物及其の加工品
の償額をとうた。従って木炭の組合統制IFfヨは:!'t際よりも幾分過大主なって現
れてゐる。



第
二
次
産
業
組
合
拡
充
三
ヶ
年
計
聾

第
四
十
五
巻

四

第

就

四
回

も
の
と
す
る
。

更
に
全
国
的
統
制
目
標
口
問
以
外
の
も
の
に
封
し
で
は
、
地
方
の
事
情
に
即
し
て
積
般
的
に
販
賓
統
制
計
叢
及
び
配
給
計
聾
を
樹
立

し
共
の
遂
行
に
蛍
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
組
合
諸
事
業
の
進
展
を
刷
る
に
際
し
で
は
、
企
図
的
立
揚
よ
り
統
制
阿
棋
を
掲
げ
、
之
左
基
維
と
し
て
各
道
府
勝
へ

の
剖
営
て
を
定
め
、
以
て
組
合
事
業
に
闘
す
る
地
方
的
政
行
的
収
態
を
解
消
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に

産
業
組
合
は
共
の
系
統
的
組
織
制
を
充
分
に
活
用
し
、
先
づ
軍
位
組
合
に
よ
っ
て
農
民
の
一
農
業
経
皆
と
賓
生
活
と
に
印
し
た
る
報
告

を
地
方
的
聯
合
舎
を
通
じ
て
全
国
的
聯
合
機
闘
に
蒐
集
し
、
そ
れ
に
基
い
て
日
本
会
憾
の
農
業
経
営
と
農
民
生
活
の
賀
川
肌
と
を
烏
隊

し
で
、

一
方
に
於
て
農
産
物
販
賓
統
制
に
闘
し
て
は
地
方
聞
の
農
業
生
産
友
ぴ
農
産
物
出
荷
上
の
無
盆
友
る
競
争
を
避
〈
る
よ
う
、

統
制
的
指
令
を
地
方
的
聯
合
舎
を
通
じ
て
、
各
単
位
組
合
に
興
へ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
に
於
て
産
業
用
品
及
ぴ

経
済
用
品
の
配
給
計
蚕
の
樹
立
、
挫
に
貯
金
吸
牧
計
量
買
の
樹
立
に
際
し
で
は
、
各
村
々
の
寅
需
と
経
済
力
と
に
邸
し
て
趨
切
に
之
を

行
は
友
り
れ
ば
な
ら
ね
。
組
合
事
業
の
進
展
に
閲
し
て
は
各
道
府
腕
聞
に
存
す
る
殴
行
的
欣
態
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
べ
き

も
、
各
道
府
勝
間
に
は
気
候
、

地
質
、
天
然
資
源
、
農
業
経
営
方
式
、
農
民
の
経
済
力
等
に
闘
し
て
夫
k

差
異
が
あ
る
か
ら
、
四
程

事
業
の
進
展
上
に
於
て
も
各
道
府
臓
に
到
し
平
等
一
律
た
る
数
量
的
褒
展
を
望
む
乙
と
は
不
可
能
で
る
る
。
然
る
揚
合
に
於
て
は
、

特
に
貯
金
の
吸
牧
率
や
産
業
及
び
経
済
用
品
の
配
給
率
等
に
閲
し
て
は
、
何
を
基
準
と
し
て
‘
各
道
府
豚
聞
の
組
合
諸
事
業
の
進
展
に

閲
す
る
肢
行
欣
態
の
有
無
を
判
定
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
私
は
各
道
府
間
刷
、
否
各
村
々
の
自
然
的
蛇
に
経
済
的
諸
事
情
よ
り
夫
々
の

経
情
的
賓
力
指
数
を
測
定
し
、
各
村
K

の
経
済
的
責
力
指
数
に
舷
じ
て
各
村
々
の
組
合
事
業
の
進
展
率
を
平
等
左
ら
し
め
る
と
の
意



味
に
於
て
、
組
合
事
業
進
展
に
闘
す
る
地
方
的
破
行
欣
態
を
解
消
す
る
と
の
主
張
が
始
め
て
合
理
化
さ
れ
る
も
の
と
忠
ふ
。
か
、
る

意
味
に
於
け
る
地
方
的
股
行
欣
態
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
組
合
の
統
制
計
査
は
各
村
々
の
阜
位
組
合
を
構
成
す
る
組
合
員
の
貫
生

活
に
卸
し
て
之
を
樹
立
し
司
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
。

か
く
の
如
き
産
業
組
合
事
業
の
進
展
そ
闘
る
た
め
、
第
二
次
産
業
組
合
横
充
三
ヶ
年
計
葺
に
於
て
は
先
づ
第
一
に
産
業
組
合
組
織

の
整
備
繍
大
と
全
系
統
組
織
の
綜
合
的
運
営
と
を
目
標
と
す
る
。

と
の
組
合
組
織
の
整
備
繍
大
は
組
合
組
織
の
質
的
挫
に
量
的
撹
充
を
意
味
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
印
ち
此
の
組
合
組
織
の
整

備
指
大
は
、
川
組
合
員
の
資
質
的
榊
加
、
川
目
師
団
一
刑
事
業
の
技
館
的
賀
行

b

問
点
阪
紙
ム
口
の
仙
川
区
印
刷
新

叫
新
説
組
合
山
口
久
世
断
的
出
動

促
進
、
同
農
事
官
民
行
組
合
を
基
礎
と
す
る
組
織
的
活
動
の
徹
底
等
に
よ
っ
て
、
之
を
期
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

組
合
組
織
の
整
備
擦
大
上
、
間
組
合
員
の
貫
質
的
増
加
を
岡
る
こ
左
の
必
要
た
る
と
と
は
云
ふ
ま
で
も
友
い
。
邸
ち
「
産
業
組
合

未
加
入
農
家
の
解
消
」
に
よ
っ
て
、
始
め
て
産
業
組
合
に
よ
る
全
面
的
な
る
農
村
経
済
統
制
の
可
能
性
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。

ω而

し
て
産
業
組
合
に
よ
る
全
属
的
な
る
農
村
経
済
統
制
の
可
能
性
を
現
寅
化
す
る
も
の
は
、
各
車
位
組
合
に
よ
る
四
種
事
業
の
積
極
的

寅
行
で
あ
る
。
卸
ち
産
業
組
合
が
信
用
、
販
寅
、
購
買
、
利
用
の
諸
事
業
に
積
極
的
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雷
に
組
合
は
共
の

機
能
を
全
面
的
に
護
揮
ず
る
に
止
ら
や
、
ま
た
組
合
と
組
合
員
の
生
産
及
び
消
費
の
雨
面
左
を
直
接
的
に
結
合
し
、
組
合
に
よ
る
農

付
経
済
の
統
制
を
有
数
適
切
に
行
ひ
得
る
乙
と
L
左
る
。
間
前
段
注
意
す
・
へ
き
は
現
存
の
産
業
組
合
の
ろ
ち
に
於
て
は
、
賓
際
に
は

事
業
活
動
を
行
っ
て
ゐ
な
い
所
謂
「
睡
眠
組
合
」
の
少
く
・
な
い
と
と
で
あ
る
。
産
業
組
合
中
央
舎
の
「
産
業
組
合
償
支
五
少
年
計
書
第

第
二
次
虚
業
組
合
概
充
三
ヶ
年
計
費

第
四
十
五
巻

四

費専

務

四
五



第
二
失
産
業
組
合
時
間
充
三
ヶ
年
計
輩

第
四
十
五
巻

四
四

官事

就

四
六

三
年
度
寅
績
報
告
」
に
よ
る
も
、
昭
和
九
年
末
に
於
て
信
用
組
合
(
栄
瞥
包
合
)
の
七
・
五
%
、
販
一
寅
組
合
(
栄
管
包
合
)
の
二
八
・
八
%
、

購
買
組
合
(
粂
普
包
合
)
の
二
ハ
・
四
%
、
利
用
組
合
(
乗
替
包
合
)
の
四
四
・
七
%
は
陸
悦
組
合
で
あ
る
。
此
等
の
陸
眠
組
合
は
共
の
後
の

組
合
運
動
の
質
的
損
充
に
よ
っ
て
共
の
数
を
著
し
く
減
少
し
た
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
向
ほ
不
振
組
ん
?
と
呼
ぽ
る
べ
き
弱
館
組

合
が
少
〈
訟
い
で
あ
ら
う
。
此
等
の
不
振
組
合
に
釘
し
て
は
、
産
業
組
合
中
央
合
や
共
の
支
舎
の
援
助
に
よ
り
不
振
組
合
更
生
計
書

の
樹
立
し
し
資
行
と
佐
な
直
し
め
る
と
共
に
、

上
級
信
用
機
闘
に
於
て
も
組
合
克
生
の
特
別
資
金
吃
供
給
し

田
山
た
販
商
K
M
A
が
蹄
円
以
…
事

業
の
上
級
機
闘
も
不
振
組
合
の
更
生
に
協
力
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
川
間
既
惑
の
如
〈
昭
和
四
・
五
年
の
農
業
恐
慌
針
策
と
し
で

農
村
経
済
更
生
運
動
が
会
図
的
に
起
さ
れ
、
産
業
組
合
が
更
生
運
動
の
捨
営
者
と
し
て
重
大
な
る
任
務
を
鎗
ふ
と
と
h

な
り
、
ま
た

産
業
組
合
自
償
に
於
て
も
娯
充
五
ヶ
年
計
量
且
を
樹
立
し
て
組
合
の
掠
充
に
努
め
た
。
か
〈
農
業
恐
慌
針
策
と
し
て
、
組
合
の
念
漣
左

る
量
的
損
充
に
主
力
を
注
ぎ
た
る
結
果
と
し
て
、
往
々
に
し
て
質
的
接
充
が
そ
れ
に
件
は
な
か
っ
た
場
合
な
し
と
は
し
友
い
e

殊
に

昨
年
秋
よ
り
賓
施
さ
れ
た
る
米
穀
自
治
管
理
法
に
よ
り
、
産
業
組
合
に
も
自
治
管
理
組
合
の
代
行
機
胤
た
る
資
格
が
認
め
ら
れ
た
が

産
業
組
合
側
に
於
て
は
此
の
代
行
資
格
を
獲
得
す
る
た
め
、
急
速
に
組
合
を
設
立
し
た
り
、
又
は
念
蓮
に
組
合
員
の
獲
得
掠
大
に
努

め
た
る
地
方
も
少
く
は
な
い
。
邸
ち
米
穀
白
治
管
理
法
が
産
業
組
合
の
量
的
披
充
に
貢
献
し
た
る
こ
と
は
明
向
で
あ
る
が
、
今
後
は

此
等
の
新
設
組
合
や
急
速
に
量
的
時
間
守
党
を
遂
げ
た
組
合
陀
針
し
.
そ
の
質
的
掠
充
を
周
り
、
そ
の
全
面
的
活
動
を
促
進
す
る
と
と
が
必

要
で
-
b
る
。
閉
ま
た
我
図
の
農
村
に
於
て
は
農
業
粧
皆
の
各
部
門
に
針
し
て
協
同
の
機
能
を
殻
揮
し
、
産
業
組
合
の
機
能
を
補
っ
て

ゐ
る
も
の
に
、
農
家
小
組
合
と
呼
ば
れ
る
申
合
組
合
が
あ
る
。
此
等
の
農
家
小
組
合
は
農
事
、
養
震
の
改
良
と
い
ふ
が
如
き
技
術
的

方
面
の
み
な
ら
や
、
産
業
及
び
経
済
用
品
の
共
同
購
入
、
共
同
出
荷
等
の
絞
済
行
震
を
も
行
ふ
も
の
に
し
て
、
昭
和
六
年
末
の
調
亮



に
よ
れ
ば
、
共
の
教
は
十
七
高
四
千
五
百
六
に
し
て
共
の
組
合
員
数
は
寅
に
五
百
一
-
十
四
高
七
千
四
百
三
人
に
上
る
。
斯
か
る
小
組

合
は
部
落
草
位
で
圏
結
力
も
強
く
、
従
っ
て
之
を
統
制
し
て
共
の
事
業
を
底
辺
し
て
行
〈
償
請
役
を
見
出
す
と
と
も
比
較
的
容
易
で

あ
り
、
ま
た
其
の
経
替
上
に
於
て
も
官
腐
の
段
替
、
取
締
を
取
け
る
こ
と
た
き
簡
易
た
る
組
織
で
る
る
こ
と
が
、
よ
く
農
民
の
性
情

に
泊
す
る
が
、
他
耐
に
於
て
斯
か
る
小
組
合
中
に
は
枇
合
的
に
も
経
済
的
に
も
無
力
及
る
も
の
が
多
く
、
且
つ
系
統
機
闘
を
持
た
ぬ

関
係
上
、
共
同
販
費
や
共
同
購
買
事
業
は
宏
分
に
有
利
に
之
を
行
ふ
こ
と
を
得
な
い
。
然
る
に
昭
和
七
年
の
産
業
組
合
法
の
改

E
K

よ
っ
て
、
此
等
の
小
組
合
は
農
事
責
行
組
合
と
い
ふ
名
稽
を
用
ゐ
法
人
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
産
業
組
合
に
閤
樟
加
入
を
左
し
得
る

に
至
っ
た
。
菱
謡
賀
行
組
合
に
就
い
て
も
ま
党
同
様
で

b
る
。
昭
和
十
年
末
に
は
産
業
組
合
に
加
入
せ
る
農
事
責
行
組
合
数
は
一
一
、

三
七
一
一
一
、
養
滋
賀
行
組
合
教
は
凶
、
九
四

O
K
上
っ
て
ゐ
る
。

さ
れ
ば
今
後
ほ
比
等
賞
行
組
合
の
産
業
組
合
へ
の
加
入
ケ
一
一
清
惚
准

し
、
部
落
組
織
を
基
礎
と
す
る
組
合
の
組
織
的
活
動
を
促
進
す
る
と
共
に
、
部
落
組
織
を
通
じ
産
業
組
合
の
農
業
生
産
部
面
に
謝
す

る
接
縄
を
一
居
密
接
な
ら
し
む
べ
き
で
る
る
。

か
〈
の
如
く
に
し
て
産
業
組
合
組
織
の
整
備
鏑
大
を
闘
る
と
共
に
、
全
系
統
組
織
の
綜
合
的
運
俸
を
闘
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

我
園
の
産
業
組
合
組
織
で
は
各
村
#
の
軍
位
組
合
は
四
種
事
業
の
戸
祭
器
を
行
ふ
も
、
上
級
機
闘
た
る
地
方
聯
合
舎
に
在
り
で
は
府
腕
利

に
よ
り
一
聯
合
舎
に
於
て
信
用
、
販
蓑
及
び
購
買
事
業
の
三
者
を
粂
替
ず
る
も
の
と
、
信
用
組
合
聯
合
曾
止
販
寅
購
買
組
合
聯
合
合

と
が
分
立
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
更
に
中
央
の
企
図
的
聯
合
舎
に
至
り
で
は
、
信
用
、
販
育
及
び
購
買
事
業
は
、

い
づ
れ
も
夫
、
身
別

個
の
分
立
し
た
る
機
闘
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
各
種
事
業
別
の
縦
の
聯
絡
、
例
へ
ば
購
買
事
業
に
就
い
て
謂
へ
ば
、
全

同
購
買
組
合
聯
合
合
↓
府
間
開
購
買
組
合
聯
合
舎
v
各
農
村
の
産
業
組
合
・
な
る
三
段
制
の
縦
の
聯
絡
に
よ
り
、

且
つ
三
者
聞
に
於
け
る

第
二
失
産
業
組
合
擁
充
一
二
ヶ
年
計
章
一

第
四
寸
五
山
首

匹1
五

第一一一競

四

七



第
二
次
産
業
組
合
指
充
三
ヶ
年
計
責

第
四
十
五
巻

四
プて

号車

競

四
i¥. 

専
属
取
引
の
励
行
に
よ
っ
て
、
比
較
的
闘
沿
た
る
事
業
上
の
聯
絡
が
保
た
れ
得
る
。
併
し
組
合
組
織
の
横
の
聯
絡
に
闘
し
て
は
、
内
什

村
K

の
四
種
事
業
粂
鋒
組
合
を
除
き
、
充
分
に
国
滑
な
る
関
係
が
保
た
れ
友
い
揚
合
が
無
い
で
は
友
い
。
従
っ
て
組
合
は
全
系
統
組

織
の
綜
合
的
運
営
上
に
於
て
快
く
る
所
悲
し
と
し
た
い
。
信
用
組
合
聯
合
舎
と
販
責
購
買
組
合
聯
合
舎
と
分
立
せ
る
府
鯨
に
於
け
る

問
者
聞
の
組
織
及
び
事
業
上
の
聯
絡
、
会
図
的
聯
ム
口
機
闘
た
る
中
央
金
庫
、
全
版
聯
、
全
勝
聯
、
共
の
他
企
閥
的
聯
合
機
関
、
相
互

聞
の
組
織
及
び
事
業
上
の
聯
絡
等
が
問
題
と
な
る
c

例
へ
ば
師
刷
版
聯
が
農
産
物
の
販
資
統
制
や
農
村
工
業
化
に
乗
出
さ
ん
と
し
て
、

販
費
資
金
や
設
備
資
金
の
供
給
を
脇
信
聯
に
中
出
づ
る
揚
合
、
脇
信
聯
が
徐
裕
金
を
有
す
る
に
拘
ら
歩
、
徒
に
耐
刷
版
聯
の
事
業
を
危

険
脱
し
て
、
之
に
謝
し
夜
極
的
援
助
を
興
へ
ざ
る
が
如
き
‘
ま
た
懸
購
聯
が
防
相
内
農
村
の
貧
農
屠
に
端
境
期
に
於
け
る
飯
米
を
公
正

た
る
僚
出
怖
を
以
て
配
給
せ
ん
と
企
岡
す
る
に
拘
ら
や
、
鯨
販
聯
が
之
に
針
し
積
桜
的
援
助
を
輿
へ
ざ
る
が
如
き
揚
合
あ
り
と
す
れ
ば

之
を
以
て
組
合
事
業
の
横
の
聯
絡
が
固
滑
に
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
と
云
ふ
を
得
な
い
。
ま
た
全
閥
的
聯
合
機
闘
に
就
い
て
も
同
様
で

る
る
。と

の
産
業
組
合
金
系
統
組
織
の
綜
合
的
運
営
の
問
題
に
闘
し
て
は
、
更
に
地
方
的
聯
合
曾
故
に
中
央
の
全
図
的
聯
合
舎
に
於
け
る

事
業
分
立
主
義
は
之
を
徹
援
し
、
各
村
々
の
皐
位
組
合
に
於
け
る
が
如
〈
、
事
業
粂
営
化
主
義
を
以
て
臨
む
の
可
否
陀
就
い
て
も
今

後
充
分
に
研
究
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
の
組
織
を
共
の
佳
と
前
提
す
る
限
担
、
組
合
事
業
聞
の
聯
絡
を
園
滑
た
ら
し
む
る
た
め
、

少
く
と
も
中
央
に
於
け
る
玩
設
の
産
業
組
合
中
央
機
闘
聯
絡
委
員
舎
は
之
を
一
一
居
強
化
す
る
と
共
に
、
防
相
信
聯
と
師
刷
版
購
聯
と
の
分

立
せ
る
各
府
燃
に
於
て
も
、
ま
た
同
様
な
る
委
員
舎
を
設
置
し
て
.
各
種
事
業
間
の
聯
絡
に
首
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
組
合
会

系
統
組
織
の
綜
合
的
運
営
の
窮
磁
の
目
標
は
、
組
合
員
た
る
農
家
の
農
業
経
営
の
綜
合
的
繁
栄
ム
」
其
の
生
活
の
充
賓
安
定
と
に
之
を



置
く
ぺ
き
と
と
は
云
ふ
ま
で
も
左
い
。

四

突
に
第
二
次
産
業
組
合
捷
芳
三
ヶ
年
計
蓬
に
於
て
は
、
事
業
の
擦
芳
と
其
の
大
衆
化
を
第
二
の
目
襟
と
し
て
ゐ
る
。
思
ふ
に
産
業

組
合
が
農
業
者
全
般
の
生
活
費
充
安
定
に
奉
仕
す
べ
き
も
の
た
る
限
り
、
会
農
業
者
を
之
に
糾
合
し
品
な
け
れ
ば
た
ら
ね
。
然
る
に
現

在
の
農
村
産
業
組
合
の
組
合
員
と
し
て
は
自
作
農
や
自
作
袋
小
作
農
の
中
農
居
の
参
加
が
割
合
に
多
き
も
、
出
同
ほ
過
小
農
た
る
貧
由
民

居
の
参
加
が
少
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
産
業
組
合
の
務
還
は
共
の
構
成
者
た
る
申
農
居
の
経
済
的
安
同
を
岡
る
に
役
立
つ
も
、
組

合
に
参
加
し
得
ま
る
も
の
、
組
合
の
外
に
置
か
れ
る
も
の
L

貧
困
化
に
一
一
居
の
拍
車
を
加
ふ
る
と
と
L

な
る
と
さ
へ
言
は
れ
て
ゐ
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上
っ
て
産
業
組
合
の
大
衆
化
が
始
め
て
可
能
と
友
る
次
第
で
あ
る
。
貧
農
を
悉
〈
産
業
組
合
に
引
入
れ
る
鴻
に
は
、
玩
遁
の
法
人
加

入
の
促
進
に
よ
っ
て
、
産
業
組
合
は
農
家
小
組
合
と
結
合
し
た
け
れ
ば
な
ら
友
い
。

殊
に
貧
農
唐
に
属
す
る
零
細
小
作
農
に
至
る
程
、
牧
穫
農
産
物
か
ら
現
物
小
作
料
と
白
衣
消
費
用
農
産
物
と
を
控
除
す
れ
ば
、
版

責
ず
ぺ
き
農
産
物
を
持
っ
と
と
が
愈
々
少
な
い
。
従
っ
て
彼
等
に
於
て
は
、
家
計
牧
入
の
補
充
手
段
と
し
て
の
加
工
的
刷
業
牧
入
や

勢
賃
収
入
が
愈
々
重
要
と
た
る

G

さ
れ
ば
産
業
組
合
が
四
種
事
業
粂
醤
の
徹
底
を
岡
り
、
全
組
合
員
を
し
て
普
遍
的
に
此
等
四
種
事

業
を
利
用
せ
し
め
る
た
め
に
も
、
貧
農
居
に
針
し
て
は
組
合
に
よ
っ
て
農
村
工
業
化
を
闘
っ
て
、
彼
等
に
封
し
共
の
」
家
計
補
支
の
千

段
を
硲
保
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
彼
等
の
た
め
に
は
、
産
業
組
合
が
利
用
組
合
組
織
に
よ
っ
て
土
地
利
用
事
業
に
ま
で
進

出
し
、
之
に
よ
っ
て
小
作
僚
件
と
小
作
料
の
公
定
化
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
と
友
る
。

第
二
次
産
業
組
合
披
充
三
ヶ
年
計
費

第
四
十
五
巻

第

続

四

七

四

九

拙著、農村産業組合の研究、二九五買以下参照。7) 



第
二
安
産
業
組
合
掠
充
一
一
一
ヶ
年
計
費

第
四
十
豆
巻

聖書

鐸

四
戸、

z
o
 

更
に
産
業
組
合
は
農
村
の
枇
世
間
事
業
に
も
進
出
し
得
る
徐
地
が
多
い
。
印
ち
融
商
療
利
用
組
合
、
保
健
共
済
施
設
、
災
害
共
済
施
設

農
繁
期
託
児
所
、
共
同
炊
事
岨
督
、
共
同
浴
揚
、
授
産
事
業
、
巡
廻
文
庫
、
農
村
娯
楽
施
設
等
に
よ
っ
て
、
産
業
組
合
が
農
民
生
活
の

踊
利
増
進
に
努
め
得
る
後
地
が
極
め
て
多
い
。

か
〈
て
凶
種
事
業
の
抜
充
、
特
に
枇
命
的
施
設
の
菰
充
に
よ
っ
て
、
産
業
組
合
は
農
民
大
栄
に
現
質
的
友
る
利
保
を
興
へ
、
彼
等

の
組
合
加
入
牢
を
い
晴
加
し
、
之
に
よ
っ
て
彼
等
の
組
合
精
-
刊
を
愈
#
軍
凶
た
ら
し
め
得
る
で
あ
ら
う
。
産
業
組
合
の
大
紫
化
は
か
L

る
産
業
組
合
事
業
績
充
の
地
盤
の
上
に
於
て
、
始
め
て
達
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

五

第
二
次
産
業
組
合
綴
充
三
ヶ
年
計
葺
の
第
三
の
目
標
は
、
都
市
産
業
組
合
の
設
展
で
る
り
、
第
五
は
、
各
種
園
憾
と
の
連
絡
強
化

で
あ
る
。

我
固
に
於
て
都
市
産
業
組
合
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
市
街
地
信
用
組
合
と
市
街
地
勝
賞
組
合
(
消
費
組
合
)
と
の
一
一
者
で
あ
る
。
+
地

に
最
近
に
於
け
る
同
者
の
護
展
を
示
す
と
左
の
如
き
欣
況
を
呈
し
て
ゐ
目
。
。

昭 年

手目

十十九八七

年年年年 年 次
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査による。
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斯
〈
の
如
〈
我
園
に
於
て
は
都
市
産
業
組
合
の
設
展
は
定
に
護
局
た
る
有
様
で
る
る
。
第
二
共
産
業
組
合
繍
充
計
葺
に
於
て
、
都

市
産
業
組
合
の
設
展
横
充
を
困
る
理
由
忙
閲
し
て
は
、

「
現
時
の
枇
舎
経
済
情
勢
の
下
に
於
て
は
中
・
小
商
工
業
者
、
庶
民
勤
労
階

級
の
経
済
は
八
佐
々
窮
迫
し
、
生
活
の
不
安
は
一
居
増
加
せ
ん
と
す
る
の
寅
情
に
あ
り
、
而
し
て
之
に
廃
す
る
の
途
多
々
る
る
べ
し
と
難

も
、
之
等
中
・
小
産
者
及
一
般
庶
民
の
一
自
主
的
経
済
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
を
以
て
最
急
の
要
務
た
り
L

一
一
認
む
。
依
っ
て
第
二
失
討

書
一
途
行
に
営
り
て
は
一
一
居
市
街
地
信
用
組
合
、
消
費
組
合
等
の
都
市
産
業
組
合
の
普
及
後
逮
に
努
む
る
と
共
に
共
の
整
備
擁
支
を
闘

旬
、
以
て
都
市
産
業
組
合
の
全
面
的
変
展
と
強
化
を
期
す
る
も
の
と
す
口
と
漣
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
。

帥
ち
此
の
主
張
に
よ
れ
ば
都
市
に
於
け
る
中
ω

小
商
工
業
者
や
勤
券
階
級
の
一
生
活
不
安
を
除
去
す
る
た
め
、
都
市
産
業
組
合
の
会

‘
命
的
研
旧
民
を
闘
る
l
t
一
広
ふ
に
あ
る
が
.
と
の
主
艇
を
償
却
ナ
る
た
め
陀
は
、
市
街
地
信
府
組
合
ム
」
肱
買
組
合
と
は
之
宮
分
つ
亡
巧
祭

す
る
と
と
を
要
す
る
。
市
街
地
信
用
組
合
が
笈
展
し
.
組
合
員
た
る
中
・
小
商
工
業
者
や
勤
務
階
級
に
封
し
、
産
業
上
及
び
経
済
上
必

要
な
る
低
利
資
金
融
通
の
使
宜
を
奥
ふ
る
揚
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
直
接
に
彼
等
の
産
業
の
焚
速
を
促
進
し
、
ま
た
彼
等
の
出
家
計
の
合
迎

化
を
粛
す
上
に
役
立
つ
で
あ
ら
う
。
然
る
に
市
街
地
購
買
組
合
た
る
消
費
組
合
が
全
面
的
に
設
展
す
る
揚
合
に
は
、
勤
労
階
級
は
生

活
必
需
品
の
安
協
配
給
に
よ
っ
て
便
宜
を
得
る
が
.
都
府
内
部
に
於
け
る
中
'
小
商
業
者
は
之
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
と
と
L
な
る
を

売
れ
泣
い
で
あ
ら
う
。
素
よ
り
他
国
に
於
て
は
商
工
業
者
自
身
も
消
費
者
で
あ
る
闘
係
上
、
消
費
組
合
へ
の
加
入
に
よ
っ
て
便
宜
を

得
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
替
業
自
鱒
が
排
除
さ
れ
る
虞
あ
る
揚
合
に
は
、
消
費
組
合
の
設
建
を
歓
迎
す
る
を
得
た
い
で
あ
ら
う
。

素
よ
り
産
業
組
合
委
遠
の
理
想
よ
り
謂
へ
ば
.
生
産
者
よ
り
消
費
者
へ
の
財
貨
の
直
接
配
給
を
賓
現
す
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
農

産
物
の
配
給
に
闘
し
で
も
、
農
村
産
業
組
合
は
都
市
消
費
組
合
と
の
聯
絡
提
携
に
よ
っ
て
、
こ
の
説
法
を
貫
現
す
ぺ
く
、
と
の
目
的

第
二
次
産
業
組
合
摘
充
=
一
ヶ
年
計
壷

第
四
十
五
巻

四

六」

第

競

五

第二次産業組合繍光三ヶ年計輩綱喪ー(産業組合，、昭和十二年八月披)9) 



第
二
次
産
業
組
合
披
充
一
ニ
ヶ
年
計
書

第
四
十
五
巻

主五

O 

第

競

五

よ
り
す
る
も
都
市
消
失
組
合
白
惜
の
設
速
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
我
図
産
業
組
合
議
連
の
現
献
に
於
て
は
、
農
村
販
一
買
組

合
が
提
携
聯
絡
す
べ
き
都
市
消
費
組
合
の
未
抽
出
建
に
よ
れ
夕
、
農
村
販
寅
組
合
は
農
産
物
配
給
上
に
於
て
蒐
集
過
程
の
合
理
化
機
闘
と

し
て
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
故
に
農
産
物
配
給
の
分
散
過
程
に
就
い
て
は
、
農
村
販
賓
組
合
は
都
市
中
・
小
商
業
者
の
組
織
す
る

商
業
組
合
と
聯
絡
提
携
し
得
る
飴
地
が
充
分
に
あ
る
。
ま
た
賓
際
に
は
都
市
内
部
に
於
け
る
農
産
物
の
配
給
に
闘
し
て
は
、
商
業
組

合
h

在
し
て
之
に
知
ら
し
め
る
方
が
寧
ろ
能
率
的
た
る
場
合
す
ら
め
も
。
さ
れ
ば
第
二
次
廃
業
組
合
披
充
運
動
に
際
し
、
都
市
産
業
組

合
の
企
画
的
議
民
と
郵
化
と
を
阿
る
揚
合
に
は
、
農
村
と
都
市
と
の
針
立
献
陰
、
農
業
利
徒
主
商
業
利
毎
と
の
針
跡
的
闘
係
を
後
り

に
尖
銑
化
す
る
こ
と
L

左
る
虞
が
あ
る
か
ら
、
市
街
地
購
買
組
合
に
闘
し
で
は
寧
ろ
既
存
組
合
の
内
容
の
整
備
充
賓
に
努
め
、
都
市

内
部
に
於
て
は
農
村
産
業
組
合
は
中
・
小
商
工
業
者
の
組
織
す
る
商
業
組
合
や
工
業
組
合
と
協
調
を
保
ち
、

そ
の
共
存
共
柴
を
困
る

こ
と
が
穏
首
で
あ
ら
う
。

第
二
次
産
業
組
合
掠
充
計
書
の
第
五
の
目
標
と
し
て
、
各
種
閣
憶
と
の
連
絡
強
化
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
と
の
項
目
中
に
は
、

産
業
組
合
の
機
能
を
害
し
た
い
限
り
、
都
市
内
部
に
於
て
農
村
産
業
組
合
は
中
・
小
商
工
業
者
の
商
業
組
合
や
工
業
組
合
と
も
聯
絡

協
調
す
ぺ
き
用
意
を
有
す
る
こ
と
が
含
蓄
さ
れ
て
居
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

更
に
各
種
閤
憾
と
の
連
絡
強
化
に
閲
し
て
は
、
産
業
組
合
と
農
業
諸
闇
剛
宍
就
中
、
農
舎
と
の
連
絡
強
化
に
就
い
て
繍
れ
友
け
れ
ば

な
ら
む
。
産
業
組
合
と
農
舎
と
の
漣
絡
強
化
が
問
題
、
ど
友
る
の
は
、
産
業
組
合
の
販
質
事
業
と
農
舎
の
販
寅
斡
旋
事
業
と
に
闘
し
て

r
b
る
。
今
や
各
都
市
の
中
央
卸
賀
市
揚
に
於
て
は
、
卸
買
業
者
の
牧
容
問
題
に
闘
し
、
軍
数
制
の
原
則
が
一
般
的
に
確
立
さ
れ
、

卸
買
業
者
自
身
も
ま
た
其
の
利
径
を
擁
護
す
る
た
め
軍
一
収
容
を
希
望
し
、
そ
の
合
同
、
溺
占
的
立
揚
を
強
化
し
つ
L

あ
る
有
様
で



あ
る
か
ら
、
農
業
者
側
も
ま
た
自
衛
の
必
要
上
、
各
種
販
寅
機
闘
の
飢
立
、
叫
創
立
を
避
け
て
統
制
乃
至
合
同
に
向
っ
て
進
ま
た
れ
け

ば
な
ら
ぬ
。
放
に
農
産
物
販
責
統
制
に
関
し
て
は
販
資
機
闘
の
一
元
化
を
目
標
と
し
、
本
来
農
業
経
替
の
技
術
的
指
導
機
関
た
る
農

舎
に
は
農
産
物
の
品
質
改
良
、
生
産
の
調
整
等
の
技
術
的
指
導
に
首
ら
し
め
、
販
買
は
市
守
ら
経
済
開
館
た
る
産
業
組
合
を
し
て
之
に

営
ら
し
め
る
よ
う
、
生
産
部
商
と
販
寅
部
商
と
に
腹
じ
て
、
用
開
憶
の
活
動
分
野
な
八
刀
ち
、
こ
の
地
盤
の
上
で
附
闇
憤
の
連
絡
強
化

を
閥
る
よ
う
努
む
べ
き
で
る
る
。

斯
く
の
如
く
産
業
組
合
の
摘
支
を
刷
る
た
め
に
は
、
組
合
員
に
刻
す
る
産
業
組
合
教
育
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
組
合
精
神
の
向
上
に

U
H
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
必
夜
、
技
閣
の
産
業
組
合
は
之
を
歴
史
的
に
見
る
に
、
そ
れ
は
大
衆
の
力
に
よ
っ
て
下
か
ら
自
然
政
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戸
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間
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官
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4
4事
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、

の
岡
家
的
援
助
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
.
従
来
、
経
管
能
率
に
快
け
る
所
の
も
の
が
少
く
は
左
か
っ
た
。
ま
た
我
闘
に
於
け
る

産
業
組
合
は
強
い
農
村
民
の
白
受
か
ら
設
立
さ
れ
る
も
の
L
外
に
、
往
有
に
し
て
官
雌
の
奨
闘
の
み
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
も
の
も

あ
る
か
ら
、
此
等
の
組
合
の
中
に
あ
り
で
は
年
月
を
経
る
に
従
っ
て
、
組
合
員
の
組
合
に
針
す
る
関
心
が
次
第
に
薄
ら
ぎ
、
何
時
と

は
た
し
に
陸
眼
組
合
化
す
る
に
至
る
も
の
も
あ
ら
う
。

思
ふ
に
産
業
組
合
法
務
布
営
時
の
我
闘
の
如
〈
、
産
業
愛
達
上
の
後
進
闘
で
あ
り
、
し
か
も
白
稜
的
・
自
律
的
設
遼
に
乏
し
い
小
農

大
衆
を
擁
す
る
庭
に
於
て
は
、
先
づ
小
震
を
促
し
て
一
悠
一
定
の
組
合
組
織
に
加
入
せ
し
め
、
然
る
後
に
彼
等
に
共
の
組
合
員
た
る

訓
練
を
施
す
こ
と
の
巴
む
を
得
た
い
揚
合
も
屡
K

あ
っ
た
で
る
ら
う
。
併
し
そ
の
結
果
と
し
て
往
々
に
し
て
、
組
合
員
は
組
合
事
業

に
封
ず
る
闘
心
と
熱
情
と
を
失
ひ
易
い
快
陥
を
伴
ふ
こ
と
を
免
れ
な
い
。

さ
れ
ば
組
合
数
育
の
普
及
に
よ
り
、
不
断
に
組
合
員
た
る

第
二
次
産
業
組
合
携
帯
泊
三
ヶ
年
計
書

第
四
十
五
巻

五

第

披

豆玉



第
二
次
産
業
組
合
拡
充
=
一
ヶ
年
計
費

第
四
十
五
各

五

傍

観

五
回

の
訓
練
を
行
ひ
、
以
て
組
合
精
榊
の
漏
養
K
努
め
る
と
と
が
肝
要
で
る
る
。
と
れ
第
二
次
産
業
組
合
掠
充
計
聾
の
第
四
の
目
標
と
し

て
、
産
業
組
合
教
育
の
徹
底
が
慰
謝
さ
れ
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。

-‘・，、

以
上
に
よ
り
第
二
吠
産
業
組
合
披
充
三
ヶ
年
計
叢
の
諸
目
標
に
就
い
て
検
討
し
た
。
今
や
我
闘
の
半
戦
時
棋
制
は
我
が
闘
民
経
済

に
叫
叫
し
、
品
川
山
々
公
俗
的
問
後
純
情
統
制
の
資
施
を
要
求
す
る
T
あ
ら
う
。
市
し
て
此
の
閣
家
際
情
統
制
は
所
謂
閣
家
計
量
且
経
併
に
あ

必
ざ
る
が
故
に
、

一
般
私
企
業
に
針
し
て
は
其
の
活
動
の
自
由
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
同
時
に
私
企
業
の
持
つ
軍
た
る
利

潤
遁
求
目
標
の
外
に
、
公
正
た
る
債
格
を
以
て
軍
需
品
位
に
闘
民
生
活
用
品
を
供
給
し
、
以
て
岡
防
の
充
賓
と
図
民
生
活
の
安
定
に

寄
興
す
る
と
云
ふ
私
企
業
の
持
つ
園
民
的
機
能
を
果
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
生
活
栓
に
闘
民
生
活
の
安
定
に
奉
仕
す
る
よ
う
、
私

企
業
に
封
し
公
ハ
命
的
閥
次
統
制
が
加
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
今
日
の
時
局
に
出
陣
す
る
た
め
に
は
、
産
業
組
合
も
ま
た
共
の
行

ふ
組
合
統
制
を
し
て
、
と
の
公
続
的
国
家
統
制
の
目
標
に
副
は
し
め
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

郎
ち
産
業
組
合
は
農
舎
そ
の
他
の
各
種
園
般
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
生
産
及
び
消
費
経
済
に
針
し
て
指
導
統
制
を
加
へ

農
業
生
産
力
の
維
持
掠
充
に
努
め
、
以
て
農
産
物
債
格
の
騰
貴
を
防
止
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
産
業
組
合
の
行
ふ
信
用
事
業
に
於
て

は
、
時
局
に
鹿
す
る
組
合
員
の
経
済
的
活
動
を
積
極
的
左
ら
し
め
る
た
め
、
組
合
員
に
射
す
る
資
金
の
供
給
を
国
滑
た
ら
し
め
、
利
用

事
業
に
於
て
は
舷
召
者
に
よ
っ
て
資
さ
れ
る
農
村
弊
力
の
不
足
を
補
ふ
た
め
農
業
機
具
の
設
備
そ
充
賞
し
て
生
産
力
の
維
持
に
努
む

ぺ
〈
、
販
賀
蛇
に
購
買
事
業
に
於
て
は
共
の
取
扱
日
間
の
公
正
た
る
債
格
の
賓
現
を
闘
り
、
以
て
一
般
市
債
の
昂
騰
を
抑
制
し
、
園
民

生
活
の
安
定
‘
庚
義
国
防
の
充
賞
に
積
極
的
に
参
興
す
べ
き
で
あ
ら
う
。


